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依
存

財

源

自
主

財

源

９月議会定例会
令和３年度決算

決　算

　
令
和
３
年
度
各
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
議
員
６
名
に
よ

る
「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」
が
３
日
間
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
、
執
行
部
か
ら
の
詳
細
な
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、

厳
正
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の

審
査
結
果
報
告
を
受
け
、
審
議
の
結
果
、
各
会
計
決
算
は

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決算額

収入（歳入） 支出（歳出）

一般会計 77億2,575万円 72億9,589万円

特
別
会
計

国民健康保険 23億2,706万円 22億8,471万円

介護保険 14億892万円 13億7,458万円

後期高齢者医療 3億2,562万円 3億2,429万円

公
営
企
業
会
計

水道事業
収益 4億9,007万円 4億647万円

資本 608万円 2億3,072万円

下水道事業
収益 3億5,467万円 4億3,302万円

資本 1億3,937万円 2億3,273万円

■議案第６号・第７号・第８号

▶ 町税…新型コロナウイルス感染症の影響による個人所得の減少や企業の
業績悪化と固定資産税評価替えにより、前年度比1億5,503万円の減額。

▶ 地方交付税…臨時財政対策債償還基金費として普通交付税が追加交付さ
れたことにより、前年度比2億6,529万円の増額。

▶ 国庫支出金…特別定額給付金給付事業費補助金や新型コロナウイルス感
染症対応地方創生臨時交付金などの減少により、前年度比19億7,177万
円の減額。

▶ 県支出金…障害者自立支援給付費負担金、子どものための教育・保育給
付費負担金等の増加により、前年度比394万円の増額。

▶ 町債…新規借入の減少により、前年度比1億9,654万円の減額。
▶ 繰入金…都市開発基金、社会資本等整備基金、地方創生拠点整備基金等

からの繰入が減少し、前年度比9,377万円の減額。

歳 入 の 概 要

県支出金　4億1,669万円県支出金　4億1,669万円

町税町税
29億92万円29億92万円

繰入金　2億4,146万円繰入金　2億4,146万円

その他その他
5億8,744万円5億8,744万円

国庫支出金国庫支出金
13億3,787万円13億3,787万円

地方交付税地方交付税
10億7,905万円10億7,905万円

町債町債
6億9,326万円6億9,326万円

地方消費税交付金地方消費税交付金
 4億6,906万円 4億6,906万円

農林水産業費農林水産業費　　8,147万円8,147万円

消 防 費消 防 費
4億9,387万円4億9,387万円

議会費議会費　　1億2,039万円1億2,039万円

公 債 費公 債 費
5億6,232万円5億6,232万円

商工会費商工会費　　8,938万円8,938万円

土 木 費土 木 費
6億1,516万円6億1,516万円

衛 生 費衛 生 費
 6億5,707万円 6億5,707万円

教 育 費教 育 費
9億2,668万円9億2,668万円

総 務 費総 務 費
13億4,387万円13億4,387万円

民 生 費民 生 費
24億568万円24億568万円

一般会計

収入
（歳入）

77億2,575万円77億2,575万円

一般会計

支出
（歳出）

72億9,589万円72億9,589万円

県から交付され
る使い道が決め
られているお金

住民税・固定資産税・
都市計画税など町民の
皆さんから納められるお金

貯金（基金）を切り
崩したお金

繰越金や寄付、その他の収入
国からの補助金など使い道が特定
されているお金

自治体間の格差を
無くすため、国から
町に交付されるお金

国や銀行からの借入金

子育て支援、高齢者、
障がい者福祉などにか
かるお金

町有財産管理、広報、防災、税務、
戸籍、選挙などにかかるお金小中学校・社会教育施設の維持

管理、給食、文化財保護、スポー
ツ振興などにかかるお金

ごみ処理、予防接種、
健康医療助成などに
かかるお金

道路・公園の維持管理
や交通安全対策にかか
るお金

町の借金（町債）の返済に
充てるお金

※千円単位は四捨五入しています※千円単位は四捨五入しています

※千円単位は四捨五入しています※千円単位は四捨五入しています

コ
ロ
ナ
禍

コ
ロ
ナ
禍

コ
ロ
ナ
禍

コ
ロ
ナ
禍

減減減減

に
よ
り
自
主
財
源

に
よ
り
自
主
財
源
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決　算

自主財源比率 45.8％
前年度に比べ9.0ポイントのマイナス

実質公債費比率 5.8％
早期健全化基準の25％を下回ってい
る状況で健全

将来負担比率 15.2％
早期健全化基準の350％を大幅に下
回っている状況で健全

経常収支比率
数値が低いほど財政の弾力性が
高く、余力がある。

財政力指数
数値が高いほど自主財源の割合
が高く、財政力が強い。

子どもから高齢者まで誰もがいきいきと輝くまちづくり（健康福祉）
▶ 子育て世帯臨時特別支援事業 ２億5,167万円
▶ 高等学校等奨学給付金事業　148万円
▶ 障害者福祉事業　4,492万円
（重度心身障害者医療給付事業・福祉タクシー事業・
紙おむつ支給事業など）

目
標
１

▶ 新型コロナ感染症対策支援事業 1,695万円
▶ 健康増進事業　2,767万円
▶ 老人福祉事業　1,921万円
（はりきゅうマッサージ等施術利用料助成事業・
高齢者外出支援タクシー事業など）

町民と共に築く心がかよう持続可能なまちづくり（地域社会と行財政）
▶ 自治振興事業　705万円
▶ 公園等愛護活動推進事業　220万円
▶ 資材等支給事業　68万円
▶ 地区集会所等補助事業　127万円

目
標
６

▶ 広報広聴事業　466万円
▶ 情報化推進事業　4,070万円
▶ 庁舎管理事業　2億113万円
（老朽化対策工事やエレベーター設置工事など）

町
の
財
政
状
況

H30

100

95

90

85
R01 R02 R03 H30

0.8

0.79

0.78

0.77

0.76
R01 R02 R03

0.7970.7970.7960.796

0.7850.785

0.7740.77489.789.7

92.992.9

97.497.4

92.292.2

にぎわいと活力にみちた魅力あるまちづくり（産業経済）
▶ 農業振興管理事業　934万円
▶ 農業基盤整備事業　626万円
▶ 商工業振興費　555万円
▶ 観光事業　260万円

目
標
５

▶ コミュニケーションセンター事業　684万円
▶ コミュニティプラザ運営事業　1,701万円
▶ ハーブガーデン運営事業　329 万円
▶ まるごとしすい運営事業　1,085 万円

生活機能の整った歩いて暮らせるまちづくり（都市基盤）
▶ 宅地耐震化推進事業　349万円
▶ 住宅リフォーム補助事業　225万円
▶ 駐輪場事業　1,799万円
▶ 街区公園管理事業　2,736万円

目
標
４

▶ 道路維持事業　1億3,556万円
▶ 社会資本整備総合交付金事業（道路改良）
　　　　　　　　　　　　　　9,334万円
▶ 社会資本整備総合交付金事業（通学路の

歩道整備及び無電柱化）　 　　7,510 万円

豊かな心を育み歴史を活かした文化創造のまちづくり（教育文化）
▶ 本佐倉城跡保存整備事業　953万円
▶ 墨古沢遺跡保存整備事業　2,393万円
▶ 教育総務一般事務費（学校教育課） 6,667万円
（学習指導等専門支援員配置事業・ICT 授業支援教
員配置事業・学校職員等の PCR 検査委託事業など）

目
標
２

▶ 児童生徒国際交流振興事業　1,687万円
▶ 図書館電子書籍サービスの導入　 653万円
▶ 公民館活動事業　601万円
▶ 酒々井の伝説ものづくり事業　404万円

いつも安全で安心して快適に暮らせるまちづくり（生活環境）
▶ 防犯ボックス事業　1,014万円
▶ 消防団事業　827万円
▶ 交通安全対策事業　1,229万円
▶ 防犯街灯事業　2,213万円

目
標
３

▶ じん芥処理事業　1億7,400万円
▶ し尿処理事業　 1,476万円
▶ 環境衛生対策事業　2,211万円
▶ 環境保全対策事業　1,022万円

令和３年度決算（支出）
第５次総合計画の基本構想で設定された将来都市像を実現するための
６つのまちづくりの基本目標ごとにまとめられた一部を紹介します。
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決算特別委員会での意見・要望事項
決　算

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
上

下
水
道
課
で
の
支
払
い
事
務
の一部
に

係
わ
る
不
適
切
な
会
計
事
務
処
理
、
こ

ど
も
課
で
は
補
助
金
交
付
申
請
を
怠
り
、

３
０
５
万
２
千
円
が
受
領
で
き
ず
、
こ

の
こ
と
に
よ
り
当
時
の
管
理
監
督
者
及

び
担
当
職
員
に
対
し
懲
戒
処
分
が
行
わ

れ
た
。
ま
ち
づ
く
り
課
で
は
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
に
お
い
て
事

業
が
完
了
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
完
成
書
類
の
偽
証
を
行
い
会
計
検
査

院
の
調
査
が
入
り
補
助
金
の
返
納
が
生

ず
る
こ
と
な
ど
発
生
し
た
問
題
に
対
し

て
、
町
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
等
の
徹
底
、

会
計
年
度
中
の
あ
ら
ゆ
る
執
行
状
況
の

点
検
確
認
を
実
施
し
、
遺
漏
の
な
い
事

務
処
理
を
行
う
よ
う
要
望
さ
れ
た
。
監

査
委
員
の
意
見
書
で
は
、
予
算
の
執
行
、

財
務
事
務
等
に
つ
い
て
は
、一部
に
留
意

改
善
を
要
す
る
事
項
が
認
め
ら
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
不
適
切
な
事
務
処
理

が
全
庁
で
行
わ
れ
、
町
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
も
機
能
せ
ず
、
案
件
に
対
す
る
迅
速

な
処
理
に
も
問
題
が
残
り
町
民
の
信
頼

を
損
な
う
結
果
と
なった
の
で
反
対
す
る
。

予
算
の
適
正
執
行
や
目
的
と
し
て

い
た
行
政
効
果
が
得
ら
れ
た
の
か

な
ど
を
審
査
の
中
で
確
認
し
認
定

で
き
な
い
と
判
断

御
園
生
浩
士　
議
員

反 対
議
案
第
６
号

【決算審査特別委員会】
委 員 長：金塚　学
副委員長：小早稲　美穂　　　委員：地福　美枝子 ・ 御園生　浩士 ・ 須藤　伸次 ・ 大石　法子

全般的事項
●厳しい社会情勢下においても収納率が向上していることは評価できるが、不納欠損額は例年と比べ

て大きな減少が見られない。不納欠損額が減少するよう、滞納整理を強化し、更なる収納率の向上
に努められたい。

●上下水道課において支払い事務の一部に係る不適切な会計事務処理をはじめ、こども課、まちづくり
課に起こった問題に対して、町のコンプライアンス等の徹底、会計年度中のあらゆる執行状況の点検
確認を実施し、遺漏のない事務処理を行うよう要望する。

令和３年度討決算 関 るに す 討論

一般会計
●町ホームページの検索について、簡易に検索できるよう工夫をされたい。
●職員の資質向上のため、あらゆる機会を捉え、研修に参加されたい。
●一部扶助費については、予算額と決算額を比較すると不用額が大きいことから、予算編成の際は、

対象者の人数等を精査し、適正な予算編成に努め、予算達成率の向上に努められたい。
●部活動指導員配置事業において、更なる部活動の充実や先生方の負担軽減を図るためにも、より一

層の体制強化を求める。
●小中学校では、パソコンを活用した授業に効果が見受けられるので、ＩＣＴ授業支援体制の更なる充

実を図られたい。
●生活困窮者対策の一環として生理用品を窓口配布しているが、トイレにも設置されたい。
●住宅リフォーム補助事業は、町民にとって利活用しやすい補助事業となるよう努められたい。
●景観維持のためにも街区公園及び町道の除草作業は拡充してほしい。
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９
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案

の
中
か
ら
注
目
議
案
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

（
審
議
の
結
果
は
10
頁
～
11
頁
に
掲
載
）

　
町
村
の
選
挙
へ
の
立
候
補
に
お
け

る
環
境
改
善
の
た
め
、
公
職
選
挙
法

が
改
正
さ
れ
、
選
挙
公
営
の
対
象
が

市
と
同
様
の
も
の
に
拡
大
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
町
で
も
町
議
会
選
挙
に
お

け
る
公
費
負
担
を
実
施
す
る
た
め
新

た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

《
賛
成
少
数
で
否
決
》

９月議会
定 例 会

議
案
審
議

　
９
月
定
例
会
は
、
８
月
31
日
か
ら
９

月
28
日
ま
で
の
29
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
、
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
16

件
と
諮
問
１
件
、
報
告
3
件
及
び
議
員

か
ら
提
案
さ
れ
た
発
議
案
２
件
、
請
願

3
件
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
を
行

い
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
議
案
第
１

号
、
請
願
第
４
号
及
び
５
号
を
除
く
議

案
等
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
長
か
ら
「
町
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
事
業
者
の
選
定
に
つ
い
て
」
や

「
酒
々
井
プ
レ
ミ
ア
ム
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
開

業
に
よ
る
税
収
の
増
加
に
つ
い
て
」
な
ど

４
件
と
、
教
育
長
か
ら
「
青
少
年
交
流

の
家
に
係
る
提
訴
の
経
過
報
告
に
つ
い

て
」
の
行
政
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
11
名
の
議
員
が
２
日

間
に
わ
た
り
行
い
、
地
域
振
興
や
防
災

対
策
な
ど
町
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。 ９

月
定
例
会
概
要

議
案
第
１
号

町
議
会
議
員
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
公
費
負
担
の
条
例

議　案

　
選
挙
の
選
挙
に
か
か
る
負
担
を
減

ら
す
た
め
、
全
員
に
必
要
な
ポ
ス
タ

ー
に
つ
い
て
公
費
負
担
と
い
う
こ
と

は
理
解
で
き
る
。

　

し
か
し
、
選
挙
の
や
り
方
に
は
、

選
挙
カ
ー
を
使
う
方
、
自
転
車
で
回

る
方
、
何
も
使
わ
な
い
方
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
や
り
方
が
あ
る
。 

そ
う

い
う
中
で
、
選
挙
カ
ー
は
公
費
負
担

で
、
そ
れ
以
外
の
人
に
は
何
も
公
費

負
担
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
非
常

に
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
と
思
う
。

　
私
た
ち
議
員
が
今
ま
で
ど
う
い
う

活
動
を
し
て
き
た
の
か
、
そ
れ
か
ら

こ
れ
か
ら
の
議
員
の
選
挙
は
ど
う
い

う
ふ
う
に
や
る
べ
き
か
、
そ
う
い
う

こ
と
を
議
員
で
協
議
し
、
そ
の
結
果

に
基
づ
い
て
条
例
案
を
作
成
し
、
改

め
て
上
程
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　
供
託
金
制
度
は
、
１
９
２
５
年
の

討
論

議
員
で
協
議
し
、そ
の
結
果
に

基
づ
い
た
条
例
案
を
作
成
し

改
め
て
上
程
す
べ
き

白
井　
則
邦　
議
員

反 対
有
権
者
が
参
政
権
を
行
使
で
き
る

制
度
に
す
る
べ
き

地
福
美
枝
子　
議
員

反 対

▶ 公職選挙法の一部改正（令和２年６月）

■選挙運動用自動
契約の種類 公費負担限度額（候補者１人あたり） 単　価

一般運送契約 64,500円×5日＝322,500円 64,500円／日

個別契約
自動車借入契約 16,100円×5日＝80,500円 16,100円／日
燃料供給契約 7,700円×5日＝38,500円 7,700円／日
運転手雇用契約 12,500円×5日＝62,500円 12,500円／日

■選挙運動用ビラ
公費負担限度額（候補者１人あたり） 単　価　等

7.73円×1,600枚＝12,368円 7.73円／枚（上限1,600枚／人）
■選挙運動用ポスター

公費負担限度額（候補者１人あたり） 単　価　等
6,292円×55か所＝346,060円 6,292円／枚（町内掲示板55か所）

≪ 町議会議員選挙公営化の概要≫

　法律の改正により、供託金の導入とともに各市町村で条例を定めることによって、選挙公営を
公費で実施できることに。
１．町村議会議員選挙及び町村長選挙における

①選挙運動用自動車の使用
②選挙運動用ビラの作成
③選挙運動用ポスターの作成

２．町村議会議員選挙における
３．町村議会議員選挙における

選挙公営の拡大

ビラ頒布の解禁（上限1,600 枚）
供託金制度の導入（15 万円）

“
否
決
”

“
否
決
”

“
否
決
”

“
否
決
”町
議
会
議
員
の
選
挙
に
お
け
る

町
議
会
議
員
の
選
挙
に
お
け
る

　
選
挙
運
動
公
費
負
担
の
条
例

　
選
挙
運
動
公
費
負
担
の
条
例

議案第１号の内容
（議員選挙のみ）
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議　案
男
子
普
通
選
挙
実
施
で
導
入
し
た
も

の
で
、
こ
の
こ
と
自
体
が
民
主
主
義

に
反
す
る
時
代
遅
れ
の
制
度
で
あ
る
。

ま
た
、
供
託
金
導
入
と
運
動
用
費
用

の
公
費
負
担
を
セ
ッ
ト
に
す
る
整
合

性
が
な
い
。
立
候
補
に
新
た
な
ハ
ー

ド
ル
を
上
げ
る
も
の
と
な
る
。

　
世
界
に
は
こ
れ
ほ
ど
高
い
供
託
金
は

な
い
。
今
の
公
選
法
は
禁
止
項
目
や

制
限
が
多
く
、
選
挙
運
動
の
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
。
有
権
者
が
自
由
に

参
政
権
を
行
使
で
き
る
制
度
で
は
な

い
。
よ
って
議
案
第
１
号
に
反
対
す
る
。

　
多
様
な
人
材
の
議
会
参
加
を
促
す

こ
と
を
目
的
に
、
供
託
金
を
支
払
い
、

選
挙
運
動
用
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
、

自
動
車
の
費
用
が
町
の
一
般
財
源
に

よ
る
公
費
負
担
と
な
る
条
例
の
制
定

で
あ
る
が
、
私
は
公
費
は
使
わ
ず
に

今
ま
で
通
り
の
や
り
方
で
志
あ
る
方

が
立
候
補
し
町
の
た
め
に
働
い
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
若
い

方
々
の
立
候
補
に
は
、
選
挙
運
動
経

費
の
公
費
負
担
で
は
な
く
、
報
酬
の

底
上
げ
や
年
金
制
度
の
復
活
な
ど
、

生
活
・
老
後
の
保
証
が
得
ら
れ
る
制

お
金
や
名
誉
の
た
め
で
は
な
く

町
民
の
た
め
に
働
く
志
の
あ
る
方

に
立
候
補
し
て
い
た
だ
き
た
い

小
早
稲
美
穂　
議
員

反 対

度
の
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
さ
ら
に
、
公
費
負
担
に
予
定
さ
れ

る
予
算
が
あ
れ
ば
町
の
道
路
修
繕
や

災
害
対
策
・
教
育
福
祉
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
来
年
４
月
に
行
わ
れ
る
統
一
地
方

選
挙
に
は
、
ぜ
ひ
、
お
金
や
名
誉
で

は
な
く
、
町
の
た
め
、
町
民
の
た
め

に
働
く
志
の
あ
る
方
に
立
候
補
し
て

い
た
だ
き
た
く
こ
の
議
案
に
反
対
す

る
。

　
一
つ
目
に
、
議
員
の
な
り
手
不
足

は
、
地
方
議
会
で
は
顕
著
で
あ
る
が
、

主
な
原
因
と
認
識
さ
れ
て
い
る
部
分

に
つ
い
て
は
踏
み
込
ん
で
お
ら
ず
、

枝
葉
を
整
え
る
程
度
で
あ
っ
て
改
革

に
は
ほ
ど
遠
く
、
お
茶
を
濁
さ
れ
て

終
わ
る
心
配
が
あ
る
こ
と
。

　
二
つ
目
に
、
議
案
提
出
が
余
り
に

も
遅
い
。
我
々
議
員
は
、
あ
と
何
か

月
か
で
選
挙
と
な
り
、
公
費
で
選
挙

活
動
費
用
が
賄
え
る
こ
と
は
有
り
難

い
話
で
あ
る
が
、
来
年
４
月
の
統
一

地
方
選
挙
で
構
成
さ
れ
る
議
会
に
て
、

検
討
・
決
定
さ
れ
る
の
が
良
い
と
考

え
る
こ
と
。

　
三
つ
目
に
、
国
の
交
付
金
事
業
に

次
の
３
点
の
理
由
か
ら

反
対
す
る御

園
生
浩
士　
議
員

反 対

お
い
て
偽
証
や
国
へ
の
報
告
義
務
を

怠
っ
た
た
め
に
、
通
称
横
町
の
事
業

で
約
４
千
４
百
万
円
、
こ
ど
も
課
で

は
３
百
万
円
余
り
の
交
付
金
が
受
け

ら
れ
ず
町
税
が
充
て
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
町
財
政
が
厳
し
い
中
で
の
支
出

は
控
え
る
べ
き
だ
と
考
え
反
対
す
る
。

　
教
育
委
員
会
こ
ど
も
課
で
発
生
し

た
職
員
の
不
適
正
な
事
務
執
行
に
よ

り
、
国
庫
補
助
金
が
交
付
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
に
対
し
、
そ
の
責
任
を
重

く
受
け
止
め
、
町
長
・
副
町
長
・
教

育
長
の
給
料
の
額
を
そ
れ
ぞ
れ
10
分

の
１
、１
か
月
（
10
月
分
）
減
額
す

る
も
の
。

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

　
議
会
開
会
前
に
、
職
員
の
懲
戒
処

分
の
公
表
が
あ
り
、
町
長
よ
り
「
職

員
の
不
適
切
な
事
務
処
理
に
よ
り
、

町
民
の
皆
様
の
信
頼
を
損
な
う
事
態

議
案
第
２
号

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
の

給
与
を
減
額
す
る
特
別
条
例

討
論

再
度
の
過
ち
が
な
い
こ
と

を
願
っ
て御

園
生
浩
士　
議
員

賛 成

と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
、
補
助
金
の

事
務
処
理
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
体
制

の
強
化
を
図
り
、
再
発
防
止
と
町
政

に
対
す
る
信
頼
回
復
に
全
力
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。」
と

発
言
が
あ
っ
た
。
発
覚
か
ら
教
育

委
員
会
、
町
執
行
部
、
議
会
へ
の
説

明
が
大
変
遅
い
事
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
特
に
、
教
育
委
員
会
か
ら
町
執

行
部
に
対
す
る
説
明
が
遅
す
ぎ
る
。

ま
た
、
議
案
の
対
象
の
管
理
職
へ
の

責
任
は
、
周
辺
市
町
の
管
理
職
と
比

較
し
て
も
甘
さ
を
感
じ
る
。
同
僚
議

員
の
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ

を
機
に
個
人
や
課
、
上
司
の
資
質
の

問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
行
政
の

組
織
の
問
題
と
捉
え
、
今
後
二
度
と

同
じ
事
件
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
願

い
賛
成
す
る
。

　
本
条
例
は
、職
員
の
怠
慢
に
よ
り
、

受
け
る
べ
き
国
補
助
金
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
事
例
に
対
し
、
町
長
、
副

町
長
、
教
育
長
が
自
ら
決
断
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
そ
の
軽
重
に
つ
い
て

言
及
す
る
も
の
で
は
な
い
。

最
大
の
権
限
を
有
す
る
町
長
と

他
の
二
人
が
同
一
の
処
分
と

い
う
処
分
内
容
に
反
対
す
る

齊
藤　
　
博　
議
員

反 対

　
た
だ
、私
は
、組
織
に
お
い
て
「
権

限
」
と
「
責
任
」
は
連
動
す
べ
き
も

の
だ
と
考
え
る
。

　
大
き
な
権
限
を
有
す
る
者
は
、
同

時
に
責
任
も
重
く
な
る
。最
大
の「
権

限
」
を
有
す
る
ト
ッ
プ
と
他
の
二
人

が
同
一
の
処
分
と
い
う
処
分
内
容
に

は
反
対
で
あ
る
。

　
令
和
３
年
度
決
算
の
確
定
等
に
伴

う
も
の
お
よ
び
当
初
予
測
で
き
な
か

っ
た
も
の
を
補
正
す
る
も
の
。
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
４
８
４
９
万
円

を
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

69
億
２
０
６
６
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

議
案
第
９
号

ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
な
ど

一
般
会
計
を
増
額
補
正　

一般会計補正予
算 書（ 第４回 ）
はこちらから
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や
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
参
加
者
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
す
る
た
め
の
予
算
が
計

上
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
み
ん
な
で
楽

し
く
無
事
開
催
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
光
熱
水
費
や
物
価

が
高
騰
し
て
い
る
中
で
各
保
育
園
で

の
主
食
の
提
供
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

や
学
校
給
食
賄
材
料
費
の
増
額
に
よ

り
消
費
税
制
度
の
始
ま
る
前
か
ら
の

給
食
費
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
評
価

す
る
。
こ
の
他
に
も
４・５
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
準
備
費
用
や
燃
料
高
騰

に
よ
る
農
業
・
商
業
者
支
援
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
方
へ
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
支

援
を
す
る
補
正
予
算
に
賛
成
す
る
。

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
現
教
育
委
員

会
委
員
で
あ
る
村む

ら
重し
げ

浩こ
う

二じ

氏
を
再
任

す
る
た
め
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も

の
。

《
賛
成
多
数
で
同
意
》

議　案
　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
新
し

い
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実

施
に
伴
い
、
接
種
業
務
の
経
費
を
増

額
補
正
。

75
歳
以
上
の
町
民
に
５
千
円
分
の
ク

オ
カ
ー
ド
を
支
給
す
る
た
め
の
増
額

補
正
。

　
原
油
価
格
お
よ
び
肥
料
等
物
価
の

高
騰
に
よ
り
深
刻
な
影
響
を
受
け
て

い
る
農
業
者
に
対
し
事
業
を
継
続
す

る
助
成
金
を
支
給
す
る
た
め
の
増
額

補
正
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応　

ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務

5,999万円

農
業
者
に
対
す
る
肥
料
等
物
価

高
騰
対
策
農
業
者
助
成
事
業

500万円
　
原
油
価
格
高
騰
に
よ
り
深
刻
な
影

響
を
受
け
て
い
る
中
小
企
業
な
ど
に

対
し
事
業
に
継
続
を
支
援
す
る
助
成

金
を
支
給
す
る
た
め
の
増
額
補
正
。

　

食
材
費
の
価
格
が
高
騰
す
る
中
、

給
食
費
の
値
上
げ
を
行
わ
ず
子
育
て

世
帯
を
支
援
す
る
た
め
賄
材
料
費
を

増
額
補
正
。

　

抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ト
の
配
布
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
業
務
委
託
、
パ
ル
ス

オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
を
購
入
す
る
た
め

の
増
額
補
正
。

　
除
草
業
務
委
託
や
舗
装
改
修
工
事

の
た
め
の
増
額
補
正
。

オミクロン株対応
のワクチン接種
についてはこちら

高
齢
者
向
け
ほ
っ
と
一
息

ク
ー
ポ
ン
支
給
事
業

2,588万円

商
工
業
者
に
対
す
る
原
油
価
格

　
　

  

高
騰
対
策
助
成
事
業

1,001万円

学
校
給
食
賄
材
料
費

　

負
担
軽
減
事
業

760万円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
支
援
事
業

885万円

道
路
維
持
事
業

4,270万円

討
論

ク
オ
カ
ー
ド
配
布
の
問
題
点
を

真
剣
に
考
え
て
、現
金
給
付
と

す
べ
き

白
井　
則
邦　
議
員

反 対
　
ク
オ
カ
ー
ド
で
配
布
す
る
と
い
う

「
ほ
っ
と
一
息
ク
ー
ポ
ン
」
は
、
現

金
給
付
と
す
べ
き
で
あ
る
。

ク
オ
カ
ー
ド
は
、
口
座
入
力
の
必
要

が
な
く
、
迅
速
な
配
布
が
出
来
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
し
か
し
、

使
用
店
舗
が
限
ら
れ
て
お
り
、
自
由

に
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
施
設
入

所
の
方
は
使
え
な
い
、
使
用
で
き
る

お
店
で
は
買
い
た
い
物
が
売
っ
て
い

な
い
、
値
段
に
妥
協
せ
ざ
る
を
得
な

い
な
ど
の
弊
害
が
考
え
ら
れ
る
。
委

員
会
に
お
い
て
、
町
内
で
使
え
る
店

舗
数
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
確
認
し
て

な
い
と
い
う
答
弁
だ
っ
た
。
町
民
の

利
便
性
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
軽
視
し
て
、
安
易
に
、
現
金
給
付

よ
り
も
簡
便
な
方
法
で
あ
る
、
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
に
よ
る
配
布
を
選
択

し
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。
ク

オ
カ
ー
ド
で
の
配
布
の
問
題
点
を
真

剣
に
考
え
て
、
現
金
給
付
と
す
べ
き

だ
と
考
え
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
支
援
し
て

い
る
が
、困
窮
者
に
届
い
て
い

る
の
か

地
福
美
枝
子　
議
員

賛 成
　
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
べ
き
地

方
自
治
体
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
だ
と

は
思
う
。
し
か
し
、
本
当
に
困
っ
て

い
る
人
に
届
い
て
い
る
か
と
言
え
ば

そ
う
と
も
言
え
な
い
点
も
あ
る
。
年

金
者
、農
業
従
事
者
、子
育
て
世
帯
、

生
活
保
護
世
帯
な
ど
で
あ
る
。
こ
の

点
を
も
っ
と
検
討
し
交
付
金
を
活
用

し
て
ほ
し
い
と
苦
言
を
述
べ
る
が
賛

成
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
等
を
使
用

し
、
高
齢
者
向
け
ほ
っ
と
一
息
ク
ー

ポ
ン
と
し
て
５
千
円
分
の
ク
オ
カ
ー

ド
が
75
歳
以
上
の
方
に
支
給
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
使
用
が

で
き
る
の
で
散
歩
を
し
な
が
ら
買
い

物
す
る
な
ど
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
次
に
、
小
中
学
校
の
修
学
旅
行

日
々
、笑
顔
で
楽
し
く
生
活
を

し
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
賛
成

小
早
稲
美
穂　
議
員

賛 成

補
正
予
算（
第
４
号
）を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

村重　浩二
教育委員

教
育
委
員
会
委
員
に

村
重
氏
を
再
任

議
案
第
14
号
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と
お
り
で
、
議
長
名
で
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
農

林
水
産
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
に
提

出
し
ま
し
た
。

（
提
出
者
）　　
須
藤　
伸
次　
議
員

（
賛
成
者
）　　
髙
﨑　
長
雄　
議
員

　
　
　
　
　
　
越
川　
葊
司　
議
員

　
　
　
　
　
　
大
石　
法
子　
議
員

　

農
家
が
暮
ら
し
と
農
営
を
継
続

し
、
安
心
安
全
な
農
業
生
活
を
守
る

た
め
に
次
の
事
項
を
求
め
る
も
の
。

１　

米
の
価
格
と
需
給
に
国
が
責
任

を
持
つ
米
政
策
へ
転
換
す
る
こ
と

と
、
備
蓄
制
度
を
活
用
し
た
需

給
シ
ス
テ
ム
を
復
活
す
る
こ
と
。

２　
燃
油
、
飼
料
、
肥
料
原
料
な
ど

高
騰
対
策
と
し
て
農
家
へ
の
緊

急
直
接
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
。

３　
国
内
需
給
や
食
料
政
策
に
必
要

の
無
い
外
国
産
米
の
輸
入
中
止

と
国
産
米
の
需
給
状
況
に
応
じ

て
輸
入
数
量
抑
制
を
実
行
す
る

こ
と
。

１　

消
費
税
を
５
％
に
減
税
す
る
こ

と
。

２　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
を
中

止
す
る
こ
と
。

《
賛
成
少
数
で
不
採
択
》

▼
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
・
・
・
複
数
税

率
に
対
応
し
た
消
費
税
の
仕
入
税
額

控
除
の
方
式
と
し
て
令
和
５
年
10
月

か
ら
開
始
さ
れ
る
制
度
。

▼
イ
ン
ボ
イ
ス
・
・
・
売
り
手
が
買

い
手
に
対
し
て
、
正
確
な
消
費
税
率

や
消
費
税
額
な
ど
を
伝
え
る
書
類

（
デ
ー
タ
）
の
こ
と
。

　
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の
全
面

救
済
を
図
る
た
め
に
、
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
給
付
金
法
の
改
正
を
早
期
に
行

う
こ
と
を
国
に
求
め
る
も
の
。

《
賛
成
少
数
で
不
採
択
》

　
９
月
９
日
、
採
択
し
た
請
願
第
３

号
に
か
か
る
意
見
書
案
が
提
出
さ
れ
、

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
可
決
し
た
意
見
書
の
内
容
は
次
の

議　案
　
教
育
委
員
会
委
員
の
石い
し

井い

國く
に

治は
る

氏

の
任
期
満
了
の
退
任
に
伴
い
、
後
任

と
し
て
河か

わ
端ば
た

孝こ
う

順じ
ゅ
ん

氏
を
任
命
す
る
た

め
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

《
賛
成
多
数
で
同
意
》

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
林

は
や
し

洋よ
う

子こ

氏

を
引
き
続
き
候
補
者
と
し
て
推
薦
す

る
た
め
議
会
に
意
見
を
求
め
る
も
の
。

《
全
員
賛
成
で
適
任
》

諮　

問

報　

告

　
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま

で
の
継
続
事
業
と
し
て
実
施
し
た

「
１
０
０
年
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ン
業
務
」
が
終
了
し
た

こ
と
か
ら
、
規
定
に
よ
り
議
会
に
報

告
す
る
も
の
。

　
令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く
財
政

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て
監
査
委
員
の
意
見
を
付

け
て
議
会
に
報
告
す
る
も
の
。

　
内
容
は
、
一
般
会
計
と
公
営
事
業

会
計
を
含
む
全
会
計
で
赤
字
額
は
無

く
、
早
期
健
全
化
の
基
準
値
を
大
き

く
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
健
全

段
階
に
あ
る
こ
と
を
報
告
す
る
も
の
。

　
平
成
19
年
に
策
定
し
た
町
国
民
保

護
計
画
を
、
国
の
基
本
指
針
と
県
国

一
般
会
計
予
算
継
続
費
精
算

報
告
書
を
議
会
に
報
告

報
告
第
１
号

財
政
健
全
化
判
断
比
率

な
ど
を
議
会
に
報
告

報
告
第
２
号

町
国
民
保
護
計
画
の
変
更

報
告
第
３
号

民
保
護
計
画
と
の
整
合
を
図
る
と
と

も
に
、
事
務
分
掌
に
即
し
た
体
制
に

変
更
す
る
な
ど
経
年
変
化
に
伴
う
変

更
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
規
定
に
よ

り
議
会
に
報
告
す
る
も
の
。

　
農
業
を
経
営
す
る
全
て
の
農
家
に

緊
急
支
援
対
策
を
実
施
し
、
所
得
補

償
や
価
格
保
障
な
ど
の
政
策
的
支
援

を
拡
充
す
る
施
策
・
予
算
へ
の
転
換

を
国
に
求
め
る
も
の
。

《
全
員
賛
成
で
採
択
》

　
中
小
業
者
や
農
家
が
暮
ら
し
と
営

業
を
継
続
し
、
地
域
経
済
を
守
る
た

め
に
次
の
事
項
を
国
に
要
請
す
る
も

の
。 請

願
第
３
号

水
田
活
用
交
付
金
の
見
直
し
撤
回
、

米
価
下
落
対
策
、
農
業
資
材
高
騰

対
策
な
ど
を
求
め
る
請
願
書

請　

願

意
見
書

発
議
案
第
１
号

水
田
活
用
交
付
金
の
見
直
し
撤
回
、

米
価
下
落
対
策
、
農
業
資
材
高
騰

対
策
な
ど
を
求
め
る
意
見
書

消
費
税
減
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
実
施
中
止
を
求
め
る
請
願

請
願
第
４
号

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
給
付
金
法

の
改
正
を
求
め
る
請
願
書

請
願
第
５
号

河端　孝順
教育委員

林　洋子　氏

教
育
委
員
会
委
員
に　

河
端
氏
の
任
命
を
同
意

議
案
第
15
号

人
権
擁
護
委
員
に

林
氏
を
推
薦

諮
問
第
１
号
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各常任委員会での審査結果審査結果審査結果審査結果審査結果
◎…委員長　　○…副委員長

件　　名（件名は一部省略）
審査の結果

賛成 反対 結果
議案第１号 町議会議員の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の制定 ２ １ 原案可決
議案第２号 町長等の給与の特例に関する条例の制定 １ ２ 原案否決
議案第３号 町印鑑条例の一部改正 ４ ０ 原案可決
議案第４号 町職員の育児休業等に関する条例の一部改正 ４ ０ 原案可決

議案第 10 号 令和４年度町一般会計補正予算（第３号）※委員会担当分 ４ ０ 原案可決

総務常任委員会
委員　◎御園生／○内海
　　　　川島／竹尾
　　　　小早稲

■総務課、企画財政課、税務住民課、会計室、
　議会事務局、選挙管理委員会、監査委員、
　その他の事務についての審査を担当

件　　名（件名は一部省略）
審査の結果

賛成 反対 結果
議案第 10 号 令和４年度町一般会計補正予算（第３号）※委員会担当分野 ４ １ 原案可決
議案第 11 号 令和４年度町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ５ ０ 原案可決
議案第 12 号 令和４年度町介護保険特別会計補正予算（第１号） ５ ０ 原案可決
請願第 13 号 令和４年度町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ５ ０ 原案可決

件　　名（件名は一部省略）
審査の結果

賛成 反対 結果
議案第 10 号 令和４年度町一般会計補正予算（第３号）※委員会担当分野 ４ ０ 原案可決
議案第 16 号 工事請負契約の締結 ４ ０ 原案可決

議案第３号 水田活用交付金の見直し撤回、米価下落対策、農業資材高騰対策な
どを求める請願書 ３ １ 採　択

議案第４号 消費税減税とインボイス制度の実施中止を求める請願 ０ ４ 不採択

議案第５号
アスベスト建材製造企業の基金拠出等「特定石綿被害建設業務労働
者等に対する給付金等の支給に関する法律」の改正を求める国への
意見書を求める請願書

０ ４ 不採択

各常任委員会の審査結果

委員　◎地福／○白井
　　　　佐藤／齊藤
　　　　金塚／酒瀨川教育民生常任委員会

■住民協働課、健康福祉課、
　教育委員会についての審
　査を担当

委員　◎須藤／○大石
　　　　髙﨑／越川
　　　　江澤経済建設常任委員会

■経済環境課、まちづくり課、
　上下水道課、農業委員会に
　ついての審査を担当
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本会議での 議決結果議決結果議決結果
賛成・・○　　反対・・×　　欠席・・欠　　　（議長は採決に加わりません）

議
案
番
号

９月定例会
件名と主な内容
（件名は一部省略）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

採決結果
小
早
稲
白
井
大
石
酒
瀨
川
金
塚
須
藤
御
園
生

川
島
議
長

𧦴
藤
𧦴
藤
内
海
佐
藤
江
澤
竹
尾
地
福
越
川
髙
﨑

＜条例の制定＞

１

［掲載：５頁］
町議会議員の選挙における選挙運動の公費負担に関す
る条例の制定
…公職選挙法の改正に伴い、町議会議員選挙における
公費負担を実施するために新たな条例を制定するもの。

否　決
（賛 3・否 11）× × × × 欠 × × ― ○ ○ ○ × × × × ×

２
［掲載：５頁］
町長等の給与の特例に関する条例の制定
…町長・副町長・教育長の給料の額をそれぞれ10分
の１、１か月（10月分）減額するもの。

可　決
（賛 11・否 3）○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― × ○ ○ ○ × × ○ ○

＜条例の一部改正＞

３
町印鑑条例の一部改正
…コンビニエンスストア等での印鑑登録証明書や住民票
の交付を令和５年２月から開始するために改正するもの。

可　決
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４
町職員の育児休業等に関する条例の一部改正
…非常勤職員の育児休業の取得要件の緩和を図るため
に改正するもの。

可　決
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５
千葉県市町村総合事務組合規約の一部改正に関する協議
…船橋市・習志野市・八千代市及び鎌ケ谷市の４市で
斎場の管理・運営を行っている四市複合事務組合が組
織団体に加わることに伴い、議会の議決を求めるもの。

可　決
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜令和３年度決算認定＞

６
［掲載：２頁～４頁］
一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定
…各会計の令和３年度歳入歳出決算を監査委員の意見
を付して認定するもの。

認　定
（賛 11・否 3）○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

７
［掲載：２頁］
水道事業会計決算の認定
…水道事業会計の令和３年度歳入歳出決算を監査委員
の意見を付して認定するもの。

認　定
（賛 15・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８
［掲載：２頁］
下水道事業会計決算の認定
…下水道事業会計の令和３年度歳入歳出決算を監査委
員の意見を付して認定するもの。

認　定
（賛 15・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜令和４年度補正予算＞

９

［掲載：６頁～７頁］
一般会計補正予算（第４号）
…高齢者向けほっと一息クーポン支給事業2,587万8千
円、肥料等物価高騰対策農業者助成事業500万円、原
油価格高騰対策助成金1,001万1千円、学校給食賄材
料費負担軽減事業759万9千円など合計２億4,849万円を
追加し、補正後の予算額を69億2,066万5千円とするもの。

可　決
（賛 12・否 2）○ × ○ ○ 欠 ○ × ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10

国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
…令和３年度決算の確定に伴うもの及び令和４年度国
民健康保険事業費納付金額の決定に伴うもの等を補正
するもので、81万９千円を追加し、補正後の予算額
を23億908万９千円とするもの。

可　決
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11
介護保険特別会計補正予算（第１号）
…令和３年度決算の確定に伴うものを補正するもの
で、3,380万７千円を追加し、補正後の予算額を14億
8,922万３千円とするもの。

可　決
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議での審議結果
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賛成・・○　　反対・・×　　欠席・・欠　　　（議長は採決に加わりません）

議
案
番
号

９月定例会
件名と主な内容
（件名は一部省略）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

採決結果
小
早
稲
白
井
大
石
酒
瀨
川
金
塚
須
藤
御
園
生

川
島
議
長

𧦴
藤
𧦴
藤
内
海
佐
藤
江
澤
竹
尾
地
福
越
川
髙
﨑

＜令和４年度補正予算＞

12
後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
…令和３年度決算の確定に伴うもので、133万２千円を
追加し、補正後の予算額を３億5,885万５千円とするもの。

可　決
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜契約＞

13
工事請負契約の締結（ＪＲ酒々井駅自由通路補修工事）
…一般競争入札を実施した結果、大木化工建設株式会
社と6,105万円で仮契約を締結したことから議会の議
決を求めるもの。

可　決
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜人事＞

14
［掲載ページ：７頁］
教育委員会委員の任命同意
…村

むら

重
しげ

浩
こう

二
じ

氏の任命につき、議会の同意を求めるもの。

同　意
（賛 13・否 1）○ ○ ○ ○ 欠 ○ × ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15
［掲載ページ：８頁］
教育委員会委員の任命同意
…河

かわ

端
ばた

孝
こう

順
じゅん

氏の任命につき、議会の同意を求めるもの。

同　意
（賛 9・否 5） ○ ○ ○ ○ 欠 ○ × ― ××○ ○ × × ○ ○

＜令和４年度補正予算＞追加議案

16

一般会計補正予算（第５号）
…低所得世帯（住民税非課税世帯等）に対し、１世帯
あたり５万円を支給する緊急支援給付金事業関係経費
１億717万9千円など合計１億828万6千円を追加し、
補正後の予算額を70億2,895万１千円とするもの。

可　決
（賛 15・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜諮問＞

１
［掲載ページ：８頁］
人権擁護委員候補者の推薦
…林

はやし

洋
よう

子
こ

氏の推薦につき、議会の意見を求めるもの。

適　任
（賛 15・否 0）○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜請願＞

３

［掲載ページ：８頁］
水田活用交付金の見直し撤回、米価下落対策、農業資
材高騰対策などを求める請願書

（請 願 者）酒々井町農民組合　鈴木和　氏
（紹介議員）竹尾忠雄　議員 

採　択
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４
［掲載ページ：８頁］
消費税減税とインボイス制度の実施中止を求める請願

（請 願 者）酒々井町農民組合　鈴木和　氏
（紹介議員）竹尾 忠雄 議員

不採択
（賛 4・否 10）× ○ × × 欠 × × ― ○ × × × ○ ○ × ×

５

［掲載ページ：８頁］
アスベスト建材製造企業の基金拠出等「特定石綿被害
建設業務労働者等に対する給付金等の支給に関する法
律」の改正を求める国への意見書を求める請願書

（請 願 者）千葉土建一般労働組合佐倉支部
執行委員長 福原八郎　氏

（紹介議員）地福美枝子　議員 

不採択
（賛 6・否 8） × ○ × × 欠 ○ ○ ― ○ × × × ○ ○ × ×

＜発議案＞議員提出による議案

１

［掲載ページ：８頁］
水田活用交付金の見直し撤回、米価下落対策、農業資
材高騰対策などを求める意見書
…たことを踏まえ、その趣旨に沿い衆議院議長、参議
院議長、内閣総理大臣、農林水産大臣、経済産業大臣
に意見を提出するもの。

（提出者）須藤伸次　議員　他４名

可　決
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２
議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一
部改正
…文言等を訂正するもの。

（提出者）内海和雄　議員　他５名

可　決
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 棄 

権○ ○ ○ ○ ○

本会議での審議結果
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一般質問

１
（P13） 大石　法子

▶ 投票率向上
▶ 地方創生臨時交付金の活用
▶ マイナンバーカード事業の進捗

２
（P13） 酒瀨川芳子

▶ 町のボランティア活動
▶ 町名由来の「酒の井伝説」としての観光名所地

となっている「酒の井の碑広場」の今後
▶ 町公共施設等の維持管理

３
（P14） 齊藤　　博

▶ 無電柱化事業
▶ 交付金に係る未竣工工事等の報告
▶ 地方交付税に算入する事業の仕組み及び確認
▶ 中川治水事業

４
（P14） 江澤　眞一 ▶ 町地域防災計画

▶ 中平橋付近の道路改修

５
（P15） 小早稲美穂 ▶ 子ども家庭庁発足に伴う町の考え

▶ 町民の交通の利便性の向上

６
（P15） 白井　則邦

▶ コロナ禍の影響・支援策
▶ 租税の徴収
▶ 会計年度任用職員

７
（P16） 須藤　伸次

▶ 京成宗吾参道駅、京成酒々井駅周辺の開発状況
▶ 県道宗吾酒々井線の歩道整備と改修計画
▶ 横町・下台の町道（02-009 号線）の歩道拡幅

と用地買収計画
▶ さわやか通り（02-008 号線）の歩道改修計画・

無電柱化

８
（P16） 内海　和雄

▶ 契約状況報告（６月期）の随意契約
▶ 印旛沼中央低地排水路
▶ 墨の工業団地

９
（P17） 御園生浩士

▶ 町が関係する２件の訴訟
▶ 会計検査院の調査
▶ 通学路の危険対策
▶ 盛り土の規制強化の法改正
▶ 中川２号幹線改築工事（東酒々井地先）

10
（P17） 地福美枝子

▶ 地方創生臨時・推進交付金
▶ 学校給食無料化
▶ 補聴器の補助
▶ 町内公共交通
▶ 生活保護世帯の状況等

11
（P18） 竹尾　忠雄

▶ 米価暴落、町単独の支援策を求める
▶ 京成宗吾参道駅バリアフリー化
▶ 無電柱化事業
▶ ＪＡ跡地活用の見通し

一 般 質 問

　一般質問とは、議員が、事務の執
行状況や将来の方針などについての
報告や説明を町長などの執行機関に
求めることです。
　９月定例会では、９月８日と９日
の２日間で 11 名の議員が登壇し、
町政について質問しました。
　ここでは、質問と答弁を要約した
内容を質問順にお知らせします。
　※今回の令和４年第３回定例会の
会議録 (12 月上旬発行予定 )は、
インターネットまた
は図書館でご覧いた
だけます。

※各議員の質問事項については、本誌に掲載してある質問をゴシック体で表記しています。
※金塚学議員より一般質問通告書の提出がありましたが、体調不良により欠席のため、通告
書は取り下げとなりました。

議員

こ
こ
が

き
た
い

聞聞聞聞

う

え
を

町町町町

問問問問

考考考考
の

議会の様子 (録画 ) を公開しています
議員下のＱＲコードを読み取ると、各
議員の一般質問の動画がご覧いただけ
ます。

本会議録画中継
はこちらから➡

動画視聴

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員
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問　
「
県
内
の
公
立
小
中
学
校
の
校
舎
な
ど

で
、
老
朽
化
に
よ
る
安
全
面
の
不
具
合
が
全

国
で
三
番
目
の
多
さ
」
と
い
う
記
事
を
見
た

が
、
当
町
も
小
中
学
校
、
保
育
園
等
の
教
育

施
設
を
含
め
、
多
く
の
公
共
施
設
が
老
朽
化

し
て
き
て
い
る
。
町
は
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
、
維
持
管
理
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　
各
施
設
が
策
定
し
た
「
長

寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
各
施
設
担
当
者

と
調
整
を
し
て
い
る
。
公
共
施
設
の
約
５
割

の
床
面
積
を
占
め
て
い
る
の
が
学
校
教
育
系

施
設
で
あ
る
の
で
、
普
通
教
室
の
長
寿
命
化

改
修
を
最
優
先
に
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
化
に
伴
い
、
活

動
の
維
持
・
継
続
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
団

体
も
出
て
い
る
が
、
行
政
と
町
民
と
の
協
働

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
町
の
活
性
化
を
促
す

た
め
に
、
町
と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
捉
え
方
、
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

住
民
協
働
課
長　
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
に
よ

り
社
会
貢
献
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
既
存
団
体
へ
の
支
援
を
継
続
し
て

い
く
。

問　
若
い
世
代
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

や
す
い
よ
う
に
、
講
習
会
や
紹
介
、
子
供
た

ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
体
験
、
親
子
で

で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
対
す
る
認
識
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　
公
民
館
事
業
の
中
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活

動
等
へ
参
加

し
や
す
い
環

境
を
整
え
て

い
る
。

問　
民
話
絵
本
に
も
な
っ
て
い
る
町
名
由
来

の
「
酒
の
井
伝
説
」
と
し
て
の
「
酒
の
井
の

碑
広
場
」
は
、
町
の
重
要
な
地
域
資
源
と
な

り
、
観
光
名
所
地
と
し
て
町
は
今
後
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
地
域
の

方
々
と
町
と
の
協
働
に
よ
り
、
管
理
運
営
を

行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
町
内
外
に
も
Ｐ

Ｒ
し
、
当
広
場
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

問　
有
権
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
投
票
所
ま

で
の
移
動
が
困
難
と
の
声
が
あ
る
。
近
隣
市

町
で
は
期
日
前
投
票
所
を
含
め
、
投
票
所
を

増
設
し
て
対
応
し
て
い
る
が
、
当
町
で
は
検

討
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

総
務
課
長　
町
の
投
票
所
は
８
カ
所
あ
り
、

平
成
10
年
度
に
６
投
票
所
か
ら
８
投
票
所
に

増
設
し
た
経
緯
が
あ
る
。
増
設
に
つ
い
て
は
、

経
費
や
選
挙
事
務
従
事
者
の
確
保
の
問
題
等

か
ら
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
避

難
所
と
し
て
も
機
能
す
る
町
内
３
校
の
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
、

ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
、
網
戸
の
設
置
は
で
き

な
い
か
。

こ
ど
も
課
長　
各
学
校
に
は
、
冷
風
機
や
大

型
送
風
ヒ
ー
タ
ー
を
整
備
し
て
い
る
が
、
ス

ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
要
望
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

エ
ア
コ
ン
整
備
に
は
、
導
入
経
費
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
が
高
額
と
な
り
、
限
ら
れ
た
財

源
の
な
か
で
町
の
す
べ
て
の
感
染
症
対
策
事

業
に
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
大
変
厳
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
登
録
が
９
月
末

で
締
め
切
ら
れ
る
が
、
取
得
率
ア
ッ
プ
の
為

に
取
り
組
む
こ
と
は
何
か
。
ま
た
、
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
の
手
続
き
が
困
難
な
方
へ
の
サ
ポ

ー
ト
は
ど
う
す
る
の
か
。

税
務
住
民
課
長　
税
務
住
民
課
窓
口
に
お
い

て
、
住
民
票
等
を
取
り
に
来
た
方
へ
申
請
を

促
す
声
か
け
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の

ノ
ベ
ル
テ
ィ
ー
を
配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
の
手
続
き
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
、
夜
間

開
庁
や
土
曜
日
の
午
前
開
庁
を
実
施
（
９
月

に
実
施
済
み
）
す
る
と
と
も
に
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
方
の

申
込
支
援
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作
の
補
助

が
で
き
る
態
勢
と
し
て
い
る
。

一般質問

大石 法子大石 法子議員議員

答
経
費
や
選
挙
事
務
従
事
者
確
保
の
問
題

か
ら
難
し
い

問
投
票
率
向
上
の
た
め
、
投
票
所
の
増
設

を
検
討
し
て
は
ど
う
か

答
学
校
教
育
系
施
設
を
最
優
先
に
改
修
を

進
め
て
い
く

問

酒瀨川 芳子酒瀨川 芳子議員議員

老
朽
化
す
る
公
共
施
設
の
維
持
管
理
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

「
酒
の
井
の
碑
広
場
」
活
用
方
法
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進
を

体
育
館
へ
エ
ア
コ
ン
等
の
設
置
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化
を

申請手続きをサポート
する税務住民課窓口
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問　
町
内
に
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
は
何

カ
所
あ
る
の
か
。
ま
た
、
対
象
区
域
の
防
止

工
事
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
当
町
に
は
急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
区
域
は
な
い
。

問
①　
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
登
録
者

数
に
つ
い
て
伺
う
。

問
②　
在
宅
要
配
慮
者
に
対
す
る
町
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長
①
②　
８
月
31
日
時
点
で
、

避
難
行
動
要
支
援
者
は
２
２
７
人
が
登
録
し

て
お
り
、
避
難
行
動
要
支
援
者
以
外
に
避
難

支
援
が
必
要
な
高
齢
者
や
障
害
を
お
持
ち
の

方
を
要
配
慮
者
と
し
て
２
５
０
人
を
把
握
し

て
い
る
。
町
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
個
別
に
情
報
を
管

理
し
て
お
り
、
災
害
時
に
は
関
係
機
関
と
連

携
し
た
安
否
確
認
を
行
い
、
状
況
に
応
じ
て

避
難
誘
導
を
行
っ
て
い
く
。

問
③　
福
祉
避
難
場
所
が
現
在
１
カ
所
で
あ

る
が
、
新
た
に
保
健
セ
ン
タ
ー
も
指
定
す
べ

き
と
考
え
る
が
町
の
考
え
を
伺
う
。

問
④　
一
時
避
難
所
と
し
て
各
地
区
の
集
会

所
が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
運

営
す
る
の
か
伺
う
。

問
⑤　
備
蓄
品
の
在
庫
状
況
に
つ
い
て
、
特

に
乳
幼
児
に
対
す
る
町
の
考
え
を
伺
う
。

総
務
課
長
③
④
⑤　
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
医

療
救
護
本
部
を
設
置
し
、
保
健
師
は
避
難
所

の
巡
回
等
を
担
う
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
避

難
所
機
能
を
担
う
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。
一
時
避
難
所
は
、
指
定
避
難
所
と
は

違
い
、
運
営
は
原
則
各
自
治
会
等
に
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
各
地
域
住
民
の
ご
意

見
に
よ
り
町
で
も
協
力
・
支
援
を
行
っ
て
い

く
。
主
な
備
蓄
品
と
し
て
ア
ル
フ
ァ
米
や
飲

料
水
、
毛
布
等
が
あ
り
、
乳
幼
児
の
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
に
も
配
慮
し
、
汎
用
性
の
高
い
食

料
や
紙
お
む
つ
等
の
備
蓄
に
努
め
て
い
る
。

問　
中
平
橋
付
近
の
道
路
改
修
に
つ
い
て
、

国
土
強
靱
化
事
業
に
お
い
て
、
印
西
市
と
協

議
し
て
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
如
何
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
道
路
改
修
は
他
の
進
捗

状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。
な
お
、

印
西
市
と
の
協
定
に
基
づ
き
、
中
平
橋
の
維

持
管
理
は
印
西
市
が
行
い
、
橋
梁
前
後
の
道

路
の
維
持
管
理
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
管
理
者

が
行
っ
て
い
る
。

一般質問

答
当
町
に
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
は
な
い

問
町
内
に
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
は

あ
る
の
か

問　
令
和
２
年
に
策
定
さ
れ
た
無
電
柱
化
推

進
計
画
に
よ
れ
ば
、
令
和
２
年
度
か
ら
10
年

間
で
、
町
道
４
路
線
、
延
長
約
３
㎞
を
無
電

柱
化
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。「
無
電
柱
化
」

は
将
来
の
課
題
で
あ
る
が
、
喫
緊
の
課
題
で

は
な
い
と
思
う
。
予
算
総
額
６
０
０
億
円
の

成
田
市
で
も
成
田
山
参
道
の
約
９
０
０
メ
ー

ト
ル
だ
け
し
か
実
施
し
て
い
な
い
。
予
算
総

額
６
０
億
円
の
わ
が
町
に
事
業
を
貫
徹
で
き

る
財
政
力
は
な
い
と
考
え
る
。
一
部
の
事
業

が
着
手
さ
れ
て
い
る
が
、
改
め
て
、
計
画
さ

れ
て
い
る
路
線
名
と
延
長
及
び
着
手
の
順

番
、
並
び
に
事
業
費
と
財
源
構
成
に
つ
い
て

伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
防
災
性
の
向
上
や
安
全

で
快
適
な
歩
行
空
間
の
形
成
及
び
魅
力
あ
る

景
観
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
令
和
２
年
８

月
に
「
酒
々
井
町
無
電
柱
化
推
進
計
画
」
を

策
定
し
た
。
無
電
柱
化
路
線
と
し
て
、
町
道

０
２
ー
０
０
６
号
線
、
町
道
０
１
ー
０
０
９

号
線
、
町
道
０
２
ー
０
０
８
号
線
、
町
道

０
２
ー
０
０
９
号
線
の
４
路
線
、
総
延
長
２
．

１
㎞
を
位
置
位
置
づ
け
て
い
る
。
全
体
事
業

費
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
設
計
す
る
路
線

も
あ
る
の
で
、
算
出
し
て
い
な
い
。

問　

平
成
29
年
度
の
交
付
金
事
業
の
中
で

「
完
了
し
て
い
な
い
事
業
を
完
了
し
た
と
偽

っ
て
国
の
交
付
金
を
不
正
に
受
領
し
た
」
と

の
文
書
が
、
今
年
２
月
に
担
当
課
長
名
で
議

員
に
配
布
さ
れ
た
。国
の
会
計
検
査
を
受
け
、

町
自
ら
が
不
正
を
認
め
た
も
の
だ
っ
た
。「
交

付
金
の
返
還
」
等
が
予
想
さ
れ
る
が
、
今
後

の
業
務
や
国
、
県
と
の
連
携
に
支
障
は
な
い

の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
現
在
、
経
緯
や
原
因
、

再
発
防
止
策
を
整
理
し
た
報
告
書
及
び
資
料

の
作
成
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
の
業
務
や
連
携
に
支
障
と
な
る
こ
と
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

答
未
設
計
の
路
線
も
あ
る
の
で
、
全
体
事
業

費
は
算
出
し
て
い
な
い

問
町
内
４
路
線
を
無
電
柱
化
す
る
た
め
の

全
体
事
業
費
は
い
く
ら
か

江澤 眞一江澤 眞一議員議員

不
正
案
件
に
よ
る
今
後
の
支
障
は 藤　博藤　博議員議員

印
西
市
と
協
議
の
上
、中
平
橋
付
近
の
道
路
改
修
を

無電柱化を進めている
町道０２－００９号線
（酒々井区）
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問　
子
ど
も
家
庭
庁
発
足
を
機
に
、
組
織
改

編
は
あ
る
か
伺
う
。

町
長　
令
和
５
年
４
月
に
「
こ
ど
も
家
庭
庁

が
創
設
さ
れ
る
が
、
当
町
は
国
の
政
策
に
先

ん
じ
て
平
成
19
年
度
か
ら
「
こ
ど
も
課
」
を

設
置
し
、
包
括
的
な
子
育
て
支
援
に
特
化
し

た
施
策
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
こ
ど
も
課

に
お
い
て
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
基
本
方
針
で

あ
る
「
こ
ど
も
政
策
」
に
対
応
し
て
い
く
。

問　
町
内
で
も
過
去
に
あ
ら
ゆ
る
事
故
・
危

険
・
犯
罪
が
起
こ
っ
て
い
る
。
様
々
な
方
面

に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
い
ち
早
く
、
危
険
排

除
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
家
庭
庁
の
政
策
で

あ
る
「
子
ど
も
の
安
全
、
性
的
被
害
、
事
故

の
防
止
」
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　
子
ど
も
の
安
全
等
に
つ
い

て
、
学
校
で
の
指
導
を
依
頼
し
て
い
る
。
学

校
教
育
課
で
は
、
通
学
路
合
同
点
検
を
実
施

し
、
各
学
校
に
対
し
て
毎
月
の
校
内
安
全
点

検
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
日
常
的
な
見

直
し
な
ど
を
指
導
し
て
い
る
。

問　
子
ど
も
た
ち
が
乗
車
す
る
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
管
理
者
に
対
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

命
を
守
る
た
め
、
安
全
確
認
を
徹
底
す
る
指

示
を
町
独
自
で
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

学
校
教
育
課
長　
他
の
自
治
体
で
の
事
件
を

受
け
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
に
対
し
て
更

な
る
安
全
確
認
を
依
頼
し
た
。

問　
循
環
バ
ス
・
ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
の
増
車

が
で
き
な
い
理
由
は
何
か
。

健
康
福
祉
課
長　
ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
を
増
車

す
る
と
経
費
の
増
額
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保

な
ど
が
難
し
い
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

企
画
財
政
課
長　
循
環
バ
ス
は
利
用
者
の
確

保
が
課
題
と
な
り
、
利
用
者
数
に
か
か
わ
ら

ず
経
費
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
現
下
の
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
は
導
入
は
難
し
い
状
況
に
あ

る
た
め
、
引
き
続
き
、
町
民
に
と
っ
て
よ
り

良
い
交
通
政
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
増
車
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
町
民
な

ら
誰
で
も
使
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

を
発
行
し
、
時
間
・
曜
日
に
関
係
な
く
町
内

と
町
外
の
２
次
・
３
次
救
急
病
院
や
斎
場
へ

移
動
す
る
際
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
交
通

の
利
便
性
向
上
を
提
案
す
る
が
、
町
の
考
え

を
伺
う
。

企
画
財
政
課
長　
財
政
負
担
等
も
踏
ま
え
、

導
入
の
可
否
や
制
度
設
計
等
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

一般質問

問答
子
ど
も
家
庭
庁
発
足
に
伴
い
、
当
町
の
子

ど
も
子
育
て
政
策
に
変
更
は
あ
る
の
か

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
的
に
困
窮
に
陥
っ
て

い
る
方
へ
の
支
援
策
で
あ
る
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
貸
付
、
住
居
確
保
給
付
金
、
酒
々
井

町
奨
学
給
付
金
、
就
学
援
助
制
度
、
生
活
保

護
の
利
用
現
状
を
伺
う
。

こ
ど
も
課
長　
高
校
等
に
進
学
が
困
難
な
方

に
奨
学
給
付
金
を
15
名
に
支
給
し
た
。

学
校
教
育
課
長　
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が

困
難
な
児
童
の
保
護
者
に
支
給
す
る
就
学
援

助
制
度
の
利
用
者
は
59
名
い
る
。

健
康
福
祉
課
長　
千
葉
県
が
実
施
し
て
い
る

住
居
確
保
給
付
金
は
７
件
、
緊
急
小
口
資
金

の
貸
し
付
け
は
１
件
、
総
合
支
援
資
金
の
貸

し
付
け
は
２
件
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
実

施
し
て
い
る
善
意
銀
行
は
６
件
支
給
し
て
い

る
。
生
活
保
護
受
給
者
は
２
０
１
人
お
り
、

新
規
は
13
人
と
な
っ
て
い
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
児
童
虐
待

や
Ｄ
Ｖ
の
相
談
件
数
は
増
え
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
課
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
な
の
か
は

不
明
だ
が
、
相
談
・
対
応
件
数
は
増
え
て
お

り
、
そ
の
中
で
も
数
年
間
継
続
し
て
対
応
し

て
い
る
件
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

問　
毎
年
の
公
募
に
よ
る
不
安
定
雇
用
で
あ

る
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
、
公
募
し

た
人
数
と
５
年
以
上
同
一
の
方
が
同
じ
職
種

へ
任
用
さ
れ
て
い
る
人
数
は
。

総
務
課
長　
１
６
１
人
公
募
し
た
が
、
任
用

条
件
と
し
て
性
別
の
限
定
は
し
て
い
な
い
。

外
国
語
指
導
助
手
、学
習
指
導
専
門
支
援
員
、

保
育
士
な
ど
の
専
門
職
で
５
年
以
上
勤
務
し

て
い
る
方
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
80
名
、
フ

ル
タ
イ
ム
で
13
名
い
る
。

問　
町
税
等
に
対
す
る
滞
納
処
分
に
よ
る
差

押
が
、
過
去
２
年
は
５
０
件
程
度
だ
っ
た
が
、

令
和
３
年
度
は
１
３
９
件
と
大
幅
に
増
え
て

い
る
理
由
は
何
か
。

税
務
住
民
課
長　
大
き
く
２
つ
の
理
由
が
あ

り
、
金
融
機
関
と
の
や
り
と
り
が
書
類
か
ら

電
子
化
に
な
り
、
照
会
か
ら
回
答
ま
で
の
期

限
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
年
間
の
財
産
調
査

件
数
が
増
や
せ
た
こ
と
や
、
そ
れ
ま
で
着
手

し
き
れ
な
か
っ
た
原
動
機
付
付
自
転
車
等
の

単
独
滞
納
と
い
っ
た
事
案
に
調
査
を
拡
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。
期
限
内
納
付
を
さ
れ
て
い

る
多
く
の
方
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
に
も
、

滞
納
整
理
を
引
き
続
き
進
め
て
い
く
。

答
児
童
虐
待
の
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る

問

滞
納
に
よ
る
差
し
押
さ
え
増
加
の
理
由
は

国
に
先
ん
じ
て
「
こ
ど
も
課
」
を
設
置
し

て
お
り
、
こ
ど
も
政
策
に
対
応
し
て
い
く

小早稲 美穂小早稲 美穂議員議員

町
民
の
交
通
の
利
便
性
向
上
を

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ（
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク・バ
イ
オ
レ
ン
ス
）の
相
談
件
数
は

白井 則邦白井 則邦議員議員

会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
状
況
は
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一般質問
問　
京
成
宗
吾
参
道
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及

び
改
修
計
画
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
財
政
課
長　
京
成
電
鉄
㈱
か
ら
、
宗
吾

参
道
駅
舎
の
状
況
等
か
ら
改
修
の
時
期
や
方

法
等
を
検
討
中
と
聞
い
て
い
る
。

問　
京
成
酒
々
井
駅
周
辺
の
開
発
計
画
に
つ

い
て
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
民
間
事
業
者
等
か
ら
開

発
計
画
の
相
談
は
な
い
が
、
相
談
が
あ
っ
た

際
に
は
、
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
適
切

な
都
市
機
能
の
誘
導
に
努
め
て
い
く
。

問　
ち
び
っ
こ
天
国
の
現
状
と
今
後
の
活
用

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　
千
葉
銀
行
と
利
活
用
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
て
き
た
が
実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

現
在
、「
包
括
的
な
連
携
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
て
い
る
京
成
電
鉄
㈱
と
共
に
新
た

な
活
用
方
法
を
模
索
し
て
お
り
、
ち
び
っ
こ

天
国
の
活
用
や
京
成
宗
吾
参
道
駅
か
ら
の
近

接
性
を
活
か
し
た
土
地
利
用
な
ど
幅
広
く
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
①　
上
宿
の
歩
道
拡
幅
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

問
②　
下
宿
の
舗
装
改
修
計
画
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
①
②　
道
路
管
理
者
で
あ

る
印
旛
土
木
事
務
所
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

①
は
令
和
３
年
度
末
時
点
に
お
け
る
用
地
取

得
率
は
面
積
ベ
ー
ス
で
約
３
割
、
歩
道
整
備

済
み
延
長
は
約
80
メ
ー
ト
ル
と
の
こ
と
で
あ

る
。
②
は
今
年
度
、
舗
装
の
ひ
び
割
れ
部
分

に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
流
し
込
む
応
急
的
な
対

策
を
行
う
と
聞
い
て
い
る
。

問
①　
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

問
②　
現
状
横
町
工
事
の
完
成
月
日
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
①
②　
こ
れ
ま
で
に
中
央

台
入
口
交
差
点
か
ら
朝
日
橋
ま
で
の
区
間
の

歩
道
拡
幅
と
電
線
共
同
溝
工
事
が
完
了
し
て

お
り
、現
在
は
、朝
日
橋
か
ら
県
道
宗
吾
酒
々

井
線
ま
で
の
区
間
の
整
備
を
実
施
し
て
お
り
、

電
線
管
理
者
か
ら
は
令
和
６
年
度
ま
で
の
工

事
工
程
を
示
さ
れ
て
い
る
。
下
台
Ｔ
字
路
ま

で
の
区
間
は
区
画
線
の
引
き
直
し
等
、
歩
行

者
等
の
通
行
空
間
を
確
保
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
今
後
の
計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
横
町
の
無
電
柱
化
事
業

が
完
了
し
た
後
、
他
事
業
の
進
捗
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
早
期
の
完
成
を
目
指
し
て
い
く
。

答
京
成
電
鉄
に
て
検
討
中
と
聞
い
て
い
る

問
京
成
宗
吾
参
道
駅
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
を
要
望
す
る

問　
「
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務
委
託
」

と
町
内
小
中
学
校
に
配
置
し
て
い
る
「
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
業
務
」
の

業
務
内
容
と
今
回
随
意
契
約
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
理
由
を
伺
う
。

経
済
環
境
課
長　
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業

務
は
、
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
不
要
物

の
収
集
運
搬
で
あ
り
、
１
日
た
り
と
も
停
滞

が
許
さ
れ
な
い
業
務
と
な
る
の
で
、
町
内
の

集
積
所
の
状
況
を
熟
知
し
、
適
正
な
分
別
を

判
断
す
る
な
ど
の
収
集
運
搬
に
必
要
な
技
能

と
車
両
等
の
設
備
を
備
え
た
業
者
と
随
意
契

約
に
よ
り
業
務
委
託
契
約
を
交
わ
し
て
い
る
。

こ
ど
も
課
長　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
利
用
支
援
等
に
係
る

教
員
向
け
の
研
修
会
や
授
業
に
参
加
し
て
教

員
や
生
徒
の
端
末
等
の
機
器
活
用
も
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
。
契
約
業
者
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
等
も
委
託
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
不
具
合

が
生
じ
た
場
合
、
酒
々
井
町
独
自
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
等
の
現
場
状
況
に
精
通
し
、
早
急
に

対
応
で
き
る
業
者
と
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。

問
①　
排
水
路
に
設
置
さ
れ
て
い
る
宗
吾
西

機
場
と
宗
吾
北
機
場
の
排
水
能
力
及
び
以
前

の
酒
々
井
機
場
の
処
理
能
力
に
つ
い
て
伺
う
。

問
②　
印
旛
沼
の
水
位
を
調
整
す
る
大
和
田

排
水
機
場
の
排
水
能
力
は
ど
の
位
で
、
そ
の

能
力
は
十
分
に
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
。

経
済
環
境
課
長
①
②　
宗
吾
西
機
場
の
排
水

能
力
は
最
大
毎
秒
１
．
７
１
立
方
メ
ー
ト
ル
、

宗
吾
北
機
場
の
排
水
能
力
は
最
大
毎
秒
２
５
．

４
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
酒
々
井
機
場
は
、

用
水
機
能
の
み
で
、
排
水
能
力
は
な
い
。
大

和
田
排
水
機
場
は
、
最
大
毎
秒
１
２
０
立
方

メ
ー
ト
ル
で
、
能
力
は
活
か
さ
れ
て
い
る
。

問
①　
㈱
マ
ル
エ
ツ
の
土
地
を
買
収
し
た
企

業
名
と
進
出
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

問
②　
㈱
デ
ィ
ス
コ
所
有
の
土
地
に
他
の
企

業
誘
致
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
。

経
済
環
境
課
長
①
②　
企
業
名
は
申
し
上
げ

ら
れ
な
い
が
、
国
内
大
手
の
食
品
関
連
企
業

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
等
の
影
響
に
よ
り
工
場
建

設
を
判
断
で
き
る
状
況
に
な
い
た
め
、
検
討

中
と
伺
っ
て
い
る
。
デ
ィ
ス
コ
所
有
地
に
は

数
社
が
興
味
を
示
し
て
お
り
、
う
ち
１
社
が

物
件
調
査
等
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
町

と
し
て
も
優
遇
制
度
を
活
用
し
、
誘
致
促
進

に
努
め
て
い
く
。

問答
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務
を
随
意
契

約
に
す
る
理
由
は

県
道
宗
吾
酒
々
井
線
の
拡
幅
・
整
備
状
況
は

横
町
・
下
台
の
歩
道
拡
幅
状
況
は

役
場
前
の
無
電
柱
化
等
の
進
捗
状
況
は

集
積
場
所
を
熟
知
し
、
必
要
な
技
能
と
車

両
等
を
備
え
て
い
る

印
旛
沼
に
あ
る
機
場
の
排
水
能
力
は

墨
工
業
団
地
に
企
業
誘
致
促
進
を 内海 和雄内海 和雄議員議員

須藤 伸次須藤 伸次議員議員
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一般質問

答 問
物
価
高
騰
の
中
、
暮
ら
し
応
援
の
た
め

の
施
策
を

問　
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
状
況
を
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　
生
活
保
護
世
帯
は
令
和
２

年
度
１
５
７
世
帯
、
令
和
３
年
度
１
６
２
世

帯
、
令
和
４
年
８
月
時
点
で
１
６
４
世
帯
で

あ
り
、
若
干
の
増
加
傾
向
に
あ
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
物
価
高
騰
の
折
、
生
活
保

護
世
帯
に
対
し
、町
独
自
の
支
援
策
実
施
を
。

健
康
福
祉
課
長　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
の
一

助
と
し
て
、
75
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
５
，

０
０
０
円
の
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
の
配
布
を
予
定

し
て
い
る
。

問　
千
葉
県
は
学
校
給
食
費
の
第
３
子
以
降

に
つ
い
て
無
償
化
す
る
と
の
発
表
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
詳
細
を
伺
う
。
さ
ら
に
酒
々
井
町

と
し
て
第
２
子
ま
で
無
償
化
を
拡
大
す
べ
き

と
思
う
が
。

学
校
教
育
課
長　
千
葉
県
は
第
３
子
以
降
の

給
食
費
を
無
償
化
し
て
い
る
市
町
村
に
対
し

て
、
そ
の
２
分
の
１
を
補
助
す
る
こ
と
と
し
、

県
議
会
に
補
正
予
算
を
提
出
す
る
と
し
て
い

る
。
な
お
、
令
和
４
年
度
の
補
助
対
象
期
間

は
令
和
５
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
３
ヶ
月

分
を
予
定
し
て
お
り
、
酒
々
井
町
へ
の
助
成

額
は
１
０
０
万
円
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
無
償
化
の
更
な
る
拡
大
は
現
段
階
で

は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

問　
老
人
性
難
聴
に
補
聴
器
補
助
を
す
る
自

治
体
が
増
え
て
き
た
。
再
度
の
質
問
だ
が
町

で
も
ぜ
ひ
実
施
を
。

健
康
福
祉
課
長　
購
入
助
成
は
当
面
実
施
を

考
え
て
い
な
い
が
、
将
来
的
に
は
財
政
状
況

と
併
せ
て
助
成
の
必
要
性
を
検
討
し
た
い
。

問　
ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
が
希
望
通
り
に
利
用

で
き
な
い
と
の
声
が
あ
る
。
利
用
改
善
策
は

あ
る
か
。

健
康
福
祉
課
長　
ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
は
乗
り

合
い
な
の
で
待
ち
時
間
が
発
生
す
る
。
運
航

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
運
航
ル
ー
ト
を
工
夫
し
て

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
。

問　
ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
や
町
内
循
環
バ
ス
な

ど
、
町
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
、
現
在
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

企
画
財
政
課
長　
当
町
は
町
域
が
狭
い
中
で

鉄
道
等
の
公
共
交
通
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
や
各
種
助
成
制
度
も
実
施

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
通
関
連
施
策
に
つ
い

て
は
、あ
る
程
度
整
って
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
現
在
、
町
で
は
２
件
の
訴
訟
問
題
を
抱

え
て
い
る
。
青
少
年
交
流
の
家
の
訴
訟
は
、

平
成
27
年
11
月
10
日
実
施
の
指
名
競
争
入
札

で
、
企
画
財
政
課
の
ミ
ス
で
、
指
名
し
て
は

な
ら
な
い
事
業
者
を
選
定
し
た
こ
と
に
始
ま

っ
た
。
当
初
の
行
政
報
告
は
、
詳
細
な
報
告

で
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
お
ざ
な
り
に
な
っ

て
い
る
。
広
く
町
民
に
理
解
し
や
す
い
行
政

報
告
を
す
べ
き
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長　
酒
々
井
町
情
報
公
開
条
例

第
７
条
第
６
号
イ
の
「
契
約
、
交
渉
ま
た
は

争
訟
に
関
す
る
事
務
に
関
し
、
財
産
上
の
利

益
ま
た
は
当
事
者
と
し
て
の
地
位
を
不
当
に

害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
」
に
該
当
す
る

た
め
、
答
弁
は
で
き
な
い
。

問　
国
の
交
付
金
事
業
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

い
た
、
横
町
の
歩
道
整
備
や
無
電
柱
化
の
工

事
が
、
虚
偽
の
完
了
報
告
に
よ
り
、
会
計
検

査
院
の
調
査
が
入
っ
た
。
結
果
、
工
事
費
を

町
民
の
血
税
に
よ
っ
て
返
金
す
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
会
計
実
地
検
査
の
講
評

に
お
い
て
指
摘
を
受
け
、
現
在
も
適
宜
対
応

し
て
い
る
。
ま
た
、
未
竣
功
工
事
等
と
な
っ

た
経
緯
や
原
因
、
再
発
防
止
策
を
整
理
し
た

報
告
書
及
び
資
料
の
作
成
を
行
っ
て
い
る
。

問答
訴
訟
に
つ
い
て
具
体
的
な
報
告
は
で
き

な
い
の
か

争
訟
中
の
た
め
、
答
弁
は
で
き
な
い

学
校
給
食
費
無
償
化
の
拡
大
を

補
聴
器
購
入
に
あ
た
り
補
助
を

国
へ
虚
偽
の
報
告
、
そ
の
後
の
経
過
は

地福 美枝子地福 美枝子議員議員

生
活
の
一
助
と
し
て
75
歳
以
上
の
方
に

Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
配
布
す
る

町
内
公
共
交
通
の
充
実
を

建設業者と係争中の
「青少年交流の家」

虚偽の工事完了報告を行った
町道０２－００９号線

（歩道整備・無電柱化工事）
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12
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

問　
こ
の
ま
ま
で
は
米
作
り
を
続
け
ら
れ
な

い
。
今
年
は
肥
料
、
燃
料
、
電
気
代
等
の
高

騰
で
更
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
国
の
交
付

金
を
活
用
し
、
す
べ
て
の
稲
作
農
家
を
支
援

す
べ
き
と
思
う
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

経
済
環
境
課
長　
千
葉
県
町
村
会
を
通
じ
国
・

県
に
下
落
対
策
を
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

町
独
自
の
支
援
策
は
考
え
て
い
な
い
。
米
価

暴
落
の
支
援
策
と
は
異
な
る
が
、
肥
料
、
電

気
代
等
の
高
騰
に
対
す
る
町
独
自
の
支
援
策

を
今
議
会
の
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

問　
京
成
宗
吾
参
道
駅
の
一
日
の
利
用
者
は

約
２
，
３
４
０
人
で
、
国
は一日
２
，
０
０
０
人

以
上
を
生
活
関
連
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
た

場
合
、
す
べ
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
と
さ

れ
て
い
る
。
共
産
党
は
７
月
11
日
に
京
成
電

鉄
本
社
を
訪
問
し
、
要
望
書
を
提
出
し
た
。

担
当
者
は
自
治
体
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
基
本

構
想
を
策
定
し
、
位
置
づ
け
れ
ば
事
業
化
に

向
け
た
協
議
を
進
め
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

町
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
早
期
実
現
の
た
め

に
基
本
構
想
を
策
定
し
、
事
業
化
に
向
け
て

協
議
を
進
め
る
よ
う
求
め
る
が
、
町
の
考
え

を
伺
う
。

副
町
長　
基
本
構
想
は
、
駅
の
み
を
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
す
る
も
の
で
は
な
く
、
駅
か
ら
の

目
的
地
で
あ
る
公
共
施
設
等
の
施
設
相
互
間

の
移
動
の
円
滑
化
に
向
け
て
歩
道
等
も
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
て
い
く
た
め
の
構
想
と

な
る
。
そ
の
た
め
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
様
々
な
施
策
の
中
で
優
先
順
位
を

つ
け
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

問　
国
の
会
計
検
査
院
か
ら
指
摘
の
あ
っ
た

不
適
切
な
処
理
に
つ
い
て
、
未
竣
功
工
事
等

と
な
っ
た
経
緯
や
原
因
、
再
発
防
止
策
等
の

国
へ
の
報
告
書
は
で
き
た
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
現
在
、
報
告
書
及
び
資

料
の
作
成
を
行
っ
て
い
る
。

問　
町
は
「
建
物
を
解
体
し
、
駐
車
場
と
し

て
活
用
す
る
」
と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、
解

体
及
び
活
用
の
見
通
し
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
都
市
構
造
再
編
集
中
支

援
事
業
を
活
用
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
令
和

４
年
度
以
降
の
交
付
要
件
に
変
更
が
あ
っ
た

た
め
、
今
年
度
の
事
業
化
を
見
送
る
こ
と
と

し
た
。

答 問
米
価
暴
落
、
令
和
２
年
度
比
30
％
減

町
独
自
の
支
援
策
の
実
施
を
要
望
す
る

京
成
宗
吾
参
道
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

無
電
柱
化
事
業
に
関
し
て

Ｊ
Ａ
跡
地
の
活
用
の
見
通
し
は

一般質問

竹尾 忠雄竹尾 忠雄議員議員

肥
料
、
電
気
代
等
の
高
騰
に
対
す
る
支
援

を
実
施
す
る

　
寒
暖
差
の
激
し
い
今
日
こ
の
頃
、新
型
コ
ロ
ナ・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
同
時
流
行
の
兆
し
あ
り
、
体

調
管
理
に
注
意
！

　
　
　
　
　
　
　
　
委 

員 

長　
　
酒
瀨
川
芳
子

　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長　
　
白
井　
則
邦

　
　
　
　
　
　
　
　
委　
　
員　
　
江
澤　
眞
一

　
　
　
　
　
　
　
　
委　
　
員　
　
御
園
生
浩
士

　
　
　
　
　
　
　
　
委　
　
員　
　
大
石　
法
子

　
　
　
　
　
　
　
　
委　
　
員　
　
小
早
稲
美
穂

　
次
の
定
例
会
は
、
12
月
８
日
に
開
会
す
る
予
定

で
す
。

　
な
お
、
感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
、
本
会
議
場

内
で
傍
聴
で
き
る
人
数
を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
感
染
症
予
防
対

策
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
４
９
６
）
１
１
７
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
内
線
２
５
１
、２
５
２
）

　
議
場
は
、
令
和
２
年
５
月
よ
り
役
場

中
央
庁
舎
耐
震
補
強
等
改
修
工
事
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
予
防
対

策
と
し
て
、
分
庁
舎
２
階
第
２
多
目
的

室
に
移
転
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
４

年
９
月
定
例
会
よ
り
中
央
庁
舎
３
階
に

戻
り
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
本
会
議
の
ラ

イ
ブ
中
継
配
信
も
再
開
し
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

酒々井町議会
議会中継は
こちらから

インターネットでのインターネットでの
本会議のライブ中継再開本会議のライブ中継再開

編
集
に
あ
た
っ
て



19議会だより　しすい

　
今
回
こ
ど
も
議
員
と
し
て
質
問
・

提
案
し
た
プ
ラ
ン
の
他
に
、
小
学
生

が
作
成
し
た
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
の

シ
ー
ト
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

期
間　
11
月
15
日
㈫
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
11
月
29
日
㈫
ま
で

期
間　
12
月
1
日
㈭
か
ら

　
　
　
　
　
　
1
月
31
日
㈫
頃
ま
で

　

模
擬
議
会
で
は
、
は
じ
め
に
町
長

よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
こ
ど
も
議
員
よ
り
日
々
感
じ

て
い
る
身
近
な
地
域
課
題
、
町
の
活

性
化
や
交
通
・
施
設
整
備
、
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
視
点
で
質
問
・
提
案
し
ま
し
た
。

小中学生の
まちづくり

身
近
な
地
域
課
題
な
ど
小
中
学
生
の
視
点
か
ら

身
近
な
地
域
課
題
な
ど
小
中
学
生
の
視
点
か
ら

身
近
な
地
域
課
題
な
ど
小
中
学
生
の
視
点
か
ら

身
近
な
地
域
課
題
な
ど
小
中
学
生
の
視
点
か
ら

ふ
る
さ
と
学
習
を
通
し
た
主
権
者
教
育
の
推
進

質
問
質
問
・・
提
案
提
案

質
問
質
問
・・
提
案
提
案

　
町
で
は
、
独
自
の
ふ
る
さ
と
学
習

「
酒
々
井
学
」
の
一
環
と
し
て
、
小

中
学
生
の
主
権
者
意
識
を
育
む
こ
と

を
目
的
に
「
こ
ど
も
模
擬
議
会
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
10
月
12
日
に
議
場
で
開

催
さ
れ
、
酒
々
井
小
学
校
、
大
室
台

小
学
校
、
酒
々
井
中
学
校
の
各
代
表

15
名
が
こ
ど
も
議
員
と
し
て
参
加

し
、
議
長
以
外
の
14
名
が
登
壇
し
て

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
小
学
校
で
は
、
６
年
生
が
夏
休

み
中
に
町
の
生
活
環
境
を
調
べ
、
現

状
と
課
題
を
調
査
し
、
改
善
す
る
た

め
の
「
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
を
ま

と
め
ま
し
た
。
９
月
に
は
、
各
学
級

で
プ
ラ
ン
の
発
表
会
が
あ
り
、
そ
の

後
、
実
際
の
選
挙
で
使
わ
れ
る
記
載

台
と
投
票
箱
を
使
用
し
た
模
擬
選
挙

が
行
わ
れ
、
各
学
級
か
ら
代
表
者
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

実
際
の
議
場
で

　
　
　
　

町
執
行
部
へ
堂
々
と
質
問

小
学
生
代
表
者
は

　
　
　
　
　

模
擬
選
挙
に
よ
り
選
出

プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井（
予
定
）

ま
る
ご
と
し
す
い（
予
定
）

主権者教育とは国や社会の問題を自分の問題として捉え、自ら考え、自ら判断し、行動し
ていく主権者を育成していくことです。

こと ば

こども模擬議会

①まちづくりのアイディアを堂々と発表

②町の職員が選挙についてわかりやすく説明 ③実際の選挙さながらの模擬選挙を体験

小
学
生
が
作
成
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　

プ
ラ
ン
が
展
示
さ
れ
ま
す小学生の作成した「まちづくりプランシート」（酒々井町への願い）



こども議会からの
質問と提案内容!小中学生小中学生ののまちづくりまちづくり

いろいろなお店があると町の人にとって便利にないろいろなお店があると町の人にとって便利にな
ると思います。町内には空き店舗もあるようなのると思います。町内には空き店舗もあるようなの
で、そこを活用できるように誘致活動を進めていで、そこを活用できるように誘致活動を進めてい
ただきたいと思います。ただきたいと思います。

空き店舗も活用空き店舗も活用
できるようなできるような
商業施設の商業施設の
誘致活動を誘致活動を
２番議員
酒々井小学校

町を代表する史跡や公共施設の利用を高めること町を代表する史跡や公共施設の利用を高めること
で町民の暮らしがさらに豊かになると考えます。で町民の暮らしがさらに豊かになると考えます。
各施設で町にゆかりのある人物のイベントなどを各施設で町にゆかりのある人物のイベントなどを
行い歴史ある施設に足を運ぶことで、施設につい行い歴史ある施設に足を運ぶことで、施設につい
ても学ぶ機会を作ることができます。ても学ぶ機会を作ることができます。

町内外の人に足を町内外の人に足を
運んでもらうことで運んでもらうことで
さらに町のさらに町の
魅力を発信魅力を発信
３番議員
酒々井小学校

佐
さ く ま
久間　智

と も き
生 さんさん小

こ み ね
峰　優

ゆ い
依 さんさん

交流スペースを設置することで、町の宣伝の場と交流スペースを設置することで、町の宣伝の場と
なります。そこでは、町特産品を使ったメニューなります。そこでは、町特産品を使ったメニュー
や観光イベント情報などのポスターを掲示するこや観光イベント情報などのポスターを掲示するこ
とで、町外に町の良さをアピールすることにもつとで、町外に町の良さをアピールすることにもつ
ながります。ながります。

京成駅前の空き地に京成駅前の空き地に
カフェのようなカフェのような
交流スペースの交流スペースの
設置を設置を
１番議員
酒々井小学校

小
こ ま つ
松　愛

あ い か
佳 さんさん

町民同士の交流の場となることで住みやすい町と町民同士の交流の場となることで住みやすい町と
なり、町の魅力を高めることができると思います。なり、町の魅力を高めることができると思います。
高齢者にも優しく、外出のきっかけとなり、健康高齢者にも優しく、外出のきっかけとなり、健康
増進にも期待ができます。増進にも期待ができます。

歩道や街頭に歩道や街頭に
デザイン性の高いデザイン性の高い
ベンチや日よけのベンチや日よけの
設置を設置を
５番議員
大室台小学校

除草作業は定期的に行われていますか。除草作業除草作業は定期的に行われていますか。除草作業
をボランティアでされている方もいて感謝していをボランティアでされている方もいて感謝してい
ますが、町で募集をしていますか。歩道を広げたますが、町で募集をしていますか。歩道を広げた
り、ガードレールの設置、自転車専用道路を作るり、ガードレールの設置、自転車専用道路を作る
計画はありますか。計画はありますか。

雑草で通学路が狭く雑草で通学路が狭く
なっていることはなっていることは
大きな事故に大きな事故に
つながりかねないつながりかねない
６番議員
酒々井中学校

志
し む ら
村　奈

な つ
津 さんさん菅

す が や
谷　啓

ひ ろ の
乃 さんさん

町では高齢者や障害者への福祉体制を整備してい町では高齢者や障害者への福祉体制を整備してい
るとのことですが、町の横断歩道にボタン式音響るとのことですが、町の横断歩道にボタン式音響
信号を設置することで、町にバリアフリーの意識信号を設置することで、町にバリアフリーの意識
がさらに広まるのではないかと思います。がさらに広まるのではないかと思います。

横断歩道に横断歩道に
ボタン式のボタン式の
音響信号の音響信号の
設置を設置を
４番議員
大室台小学校

田
た わ ら
原　樹

じ ゅ な
奈 さんさん

ちびっ子天国は閉園から５年以上が経過し、再利ちびっ子天国は閉園から５年以上が経過し、再利
用されず放置されている状態です。今後、再開用されず放置されている状態です。今後、再開
や整備する計画、新たなプールの建設も含め、町や整備する計画、新たなプールの建設も含め、町
が活気づくような新しい施設建設の計画はありが活気づくような新しい施設建設の計画はあり
ますか。ますか。

ちびっ子天国のちびっ子天国の
跡地利用について跡地利用について
町の考えとは町の考えとは

８番議員
酒々井中学校

駅構内は鳩のフンで汚れています。また、町には駅構内は鳩のフンで汚れています。また、町には
野良猫が多く餌をあげている人もいます。定期的野良猫が多く餌をあげている人もいます。定期的
な清掃の計画や駅構内に侵入しないようにする対な清掃の計画や駅構内に侵入しないようにする対
策はありますか。また、野良猫を保護する計画は策はありますか。また、野良猫を保護する計画は
ありますか。ありますか。

ＪＲ酒々井駅とＪＲ酒々井駅と
駅周辺の駅周辺の
環境について環境について
町の考えとは町の考えとは
９番議員
酒々井中学校

加
か せ
瀬　倫

りんたろう
太郎 さんさん熊

くまおか
岡　大

だ い と
翔 さんさん

街灯が少なく夜の通行で怖いと感じる箇所が多数街灯が少なく夜の通行で怖いと感じる箇所が多数
あります。上岩橋では野生動物が飛び出してくるあります。上岩橋では野生動物が飛び出してくる
ことから街灯の設置、尾上・南酒々井付近は街灯ことから街灯の設置、尾上・南酒々井付近は街灯
が少ないことから防犯カメラや街灯の設置をするが少ないことから防犯カメラや街灯の設置をする
など町の計画はありますか。など町の計画はありますか。

事故などが起こる前に事故などが起こる前に
防犯カメラや防犯カメラや
街灯の設置を街灯の設置を

７番議員
酒々井中学校

湯
ゆ あ さ
浅　壱

い ち た
太 さんさん

町内に空き家が以前より多くなっていて、夜道を町内に空き家が以前より多くなっていて、夜道を
歩いていると、不審者や放火事件などが起きるの歩いていると、不審者や放火事件などが起きるの
ではないかと不安を感じることがあります。町でではないかと不安を感じることがあります。町で
は、治安の向上のためにどのような対策を講じては、治安の向上のためにどのような対策を講じて
いますか。いますか。

空き家の多い現状に空き家の多い現状に
町の考えや町の考えや
対策とは対策とは

11番議員
酒々井中学校

町では音の出る信号機が少なく目に障害を持った町では音の出る信号機が少なく目に障害を持った
人が安心して通行できないと思います。障害を人が安心して通行できないと思います。障害を
持った方、車いすの方なども含め安全に町中を歩持った方、車いすの方なども含め安全に町中を歩
いて暮らすことができるように町ではどのようないて暮らすことができるように町ではどのような
ことをしていますか。ことをしていますか。

信号機に音をつけ信号機に音をつけ
安心して安心して
通行できる通行できる
ようにように
12番議員
酒々井中学校

佐
さ と う
藤　朱

じゅあん
杏 さんさん伊

い と う
藤　準

じゅんせい
生 さんさん

誰でも勉強できる施設は図書館しかなく、席が少誰でも勉強できる施設は図書館しかなく、席が少
なく、休日は満席で勉強できないことが多々ありなく、休日は満席で勉強できないことが多々あり
ます。プリミエール酒々井の拡張工事の計画や飲ます。プリミエール酒々井の拡張工事の計画や飲
食可能なスペース及び売店を併設する計画などは食可能なスペース及び売店を併設する計画などは
ありますか。ありますか。

子どもが勉強できる子どもが勉強できる
場所について場所について
町の考えとは町の考えとは

10番議員
酒々井中学校

宮
みやはら
原　悠

ゆう

さんさん

予約方法が電話のみとなり、予約できる時間が限予約方法が電話のみとなり、予約できる時間が限
られてしまい効率的な方法とは思えません。町のられてしまい効率的な方法とは思えません。町の
ホームページなどインターネットを活用した予約ホームページなどインターネットを活用した予約
を可能にし、予約状況を載せたりすることは計画を可能にし、予約状況を載せたりすることは計画
していますか。していますか。

総合公園テニスコート総合公園テニスコート
の予約にはの予約には
インターネットのインターネットの
活用を活用を
14番議員
酒々井中学校

こども模擬議会に参加し酒々井町への関心が高まこども模擬議会に参加し酒々井町への関心が高ま
りました。小学生・中学生議員の意見などを聞き、りました。小学生・中学生議員の意見などを聞き、
自分には考えられなかった視点での質問などがた自分には考えられなかった視点での質問などがた
くさん聞くことができました。これからも酒々井くさん聞くことができました。これからも酒々井
をよりよい町にできるようがんばります。をよりよい町にできるようがんばります。

酒々井町を酒々井町を
もっともっと
よりよい町によりよい町に

議長
酒々井中学校

松
まつもと
元　凪

なぎ

さんさん宮
みやざき
﨑　友

ゆ う な
菜 さんさん

歩道橋はとても古く階段に穴が開き、少し走ると歩道橋はとても古く階段に穴が開き、少し走ると
とても揺れ壊れないか心配です。補修などで安全とても揺れ壊れないか心配です。補修などで安全
性を高めて欲しいと思います。これからも町の安性を高めて欲しいと思います。これからも町の安
全に気をつけ、町民が安心して暮らせるように気全に気をつけ、町民が安心して暮らせるように気
がついたら町に報告したいと思います。がついたら町に報告したいと思います。

中央台歩道橋の中央台歩道橋の
耐久性を確認し耐久性を確認し
安全性を安全性を
高めて欲しい高めて欲しい
13番議員
酒々井中学校

月
つ き だ
田　英

え り
里 さんさん


